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は
じ
め
に

富
山
大
学
附
属
中
央
図
書
館
に
は
小
泉
八
雲
の
旧
蔵
書
で
あ
る
ヘ
ル
ン
文
庫

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ヘ
ル
ン
文
庫
に
は
洋
書
二

O
七
一
冊
、
和
漢
書
三
六
四

冊
、
合
わ
せ
て
二
四
三
五
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
富
大
比
較
文
学
」
第
一
集
一

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ヘ
ル
ン
文
庫
は
主
に
洋
書
の
研
究
が
先
行
し
、

和
漢
書
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
和
漢

書
の
蔵
書
傾
向
と
和
漢
書
へ
の
書
き
込
み
の
調
査
を
行
っ
た
。
本
論
文
で
は
そ

の
報
告
を
行
い
た
い
。蔵

書
傾
向

ヘ
ル
ン
文
庫
の
和
漢
書
は
全
部
で
三
六
四
冊
あ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
数
で
数
え

る
と
一

O
七
タ
イ
ト
ル
と
な
る
三
本
章
で
は
、
八
雲
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
れ

ら
の
和
漢
書
の
傾
向
を
探
り
、
八
雲
の
日
本
へ
の
興
味
・
関
心
を
見
て
い
く
手

が
か
り
と
し
た
い
。

蔵
書
の
傾
向
を
見
る
た
め
に
、
ま
ず
は
蔵
書
を
日
本
十
進
分
類
に
し
た
が
っ

メ入
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夫

て
分
類
し
て
み
た
い
。
富
山
大
学
附
属
図
書
館
編
『
富
山
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
ラ
フ
カ
デ
イ
オ
・
ハ

1
ン
ヘ
ル
ン
(
小
泉
八
雲
)
文
庫
目
録
改
訂
版
』

一
ニ
に
は
分
類
目
録
も
付
さ
れ
て
お
り
、
日
本
十
進
分
類
に
よ
る
分
類
が
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
分
類
目
録
で
は
全
て
の
蔵
書
が
分
類
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
本
論
文
で
対
象
と
し
て
い
る
和
漢
書
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
分
類
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
国
立
情
報
学
研
究

所
の
「
巧
与
口
丘
一

2
5」
四
や
『
国
書
総
目
録
』
玉
等
を
利
用
し
て
調
べ
た
。

こ
の
結
果
、
和
漢
書
の
全
一

O
七
タ
イ
ト
ル
は
図
ー
の
よ
う
に
分
類
で
き
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
ず
、
日
本
小
説
が
最
も
多
い
六
三
タ
イ
ト
ル
、
次
い
で

仏
教
が
一
一
タ
イ
ト
ル
、
神
道
が
六
タ
イ
ト
ル
、
中
国
文
学
が
四
タ
イ
ト
ル
と

続
く
。
伝
記
、
日
本
戯
曲
、
日
本
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
三
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
日
本

史
と
百
科
事
典
は
そ
れ
ぞ
れ
二
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
他
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
エ
ッ

セ
イ
、
音
楽
、
音
楽
・
日
本
詩
六
、
書
誌
、
心
理
学
、
伝
説
、
動
物
学
、
日
本

画
、
日
本
語
、
日
本
地
誌
・
紀
行
が
そ
れ
ぞ
れ
一
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
小
説
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
日
本
小
説
の
中
に
は
、

八
雲
の
作
品
の
原
典
と
な
っ
た
も
の
も
多
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
結
果
は
妥

当
と
品
国
守
え
る
。
ま
た
、
仏
教
や
神
道
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
合
わ
せ
て
一
七
夕
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イ
ト
ル
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
八
雲
は
日
本
の
宗
教
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

が
、
蔵
書
か
ら
も
う
か
が
え
る
七
。
こ
れ
ら
に
次
ぐ
中
国
文
学
は
、
《
通
俗
三
園

士
山
》
、
《
呉
越
軍
談
漢
楚
軍
談
》
、
《
水
詐
惇
》
、
《
夷
堅
志
》
の
四
タ
イ
ト
ル
あ

る
、
か
、
こ
れ
は
来
日
前
の
一
八
八
七
年
に
『
中
国
怪
談
集
』
を
書
い
て
お
り
、

以
前
か
ら
中
国
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
、
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
や
つ
い
て
、

伝
記
、
日
本
戯
曲
、
日
本
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
三
タ
イ
ト
ル
あ
る
。
伝
記
は
《
近
世

崎
人
伝
》
、
《
続
近
世
崎
人
伝
》
、
《
日
本
百
将
伝
一
タ
話
》
、
日
本
戯
曲
は
《
近
松

時
代
浄
瑠
璃
》
、
《
近
松
世
話
浄
瑠
璃
》
、
《
浄
瑠
璃
名
作
集
》
、
日
本
詩
は
《
日
本

歌
謡
類
衆
》
、
《
俗
曲
大
全
》
、
《
狂
歌
百
物
語
》
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
日
本
戯

曲
に
関
し
て
は
、
晩
年
に
西
洋
の
読
者
に
日
本
の
劇
を
紹
介
す
る
た
め
に
坪
内

遺
逢
に
教
え
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
お
り
、
遁
迄
は
そ
れ
に
応
え
て
近
松
門
左
衛

門
の
研
究
書
を
送
る
な
ど
し
て
い
る
八
。
八
雲
が
日
本
の
戯
曲
に
関
心
が
あ
っ

た
こ
ど
が
わ
か
る
。

次
に
、
ど
の
時
代
に
成
立
し
た
も
の
が
多
い
か
を
調
べ
た
。
『
国
書
総
目
録
』

等
を
参
考
に
し
、
時
代
区
分
は
、
平
安
、
鎌
倉
、
室
町
、
江
戸
前
期
(
貞
享
ま

で
、
一
六

O
三
1
一
六
八
八
年
)
、
江
戸
中
期
(
元
禄
か
ら
安
永
ま
で
、
二
ハ
八

八
1
一
七
八
一
年
)
、
江
戸
後
期
(
天
明
以
降
、
一
七
八
一

i
一
八
六
七
年
)
、

明
治
と
し
た
。
江
戸
時
代
の
い
つ
ご
ろ
か
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
は
江
戸
と
し

た
。
そ
の
結
果
、
図
2
の
よ
う
に
平
安
が
ニ
タ
イ
ト
ル
、
鎌
倉
が
六
タ
イ
ト
ル
、

室
町
が
二
タ
イ
ト
ル
、
江
戸
前
期
が
玉
タ
イ
ト
ル
、
江
戸
中
期
が
二
八
タ
イ
ト

ル
、
江
戸
後
期
が
三
九
タ
イ
ト
ル
、
江
戸
が
三
タ
イ
ト
ル
、
明
治
が
一
四
タ
イ

ト
ル
、
不
明
が
八
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
期
の
も
の
が
計
七
五
タ
イ
ト
ル
左
全
体
の
約
七
割
を
占

め
て
い
る
。
江
戸
期
は
「
町
人
文
学
が
極
盛
の
域
に
達
し
」
九
て
お
り
、
結
果
論

に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
八
雲
は
貴
族
的
な
も
の
や
武
家
的
な
も
の
よ
り
も
自
分

に
近
い
も
の
の
文
学
に
興
味
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

さ
て
、
日
本
十
進
分
類
で
六
三
タ
イ
ト
ル
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
日
本
小
説

に
つ
い
て
、
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』

-oや
『
国
書
総
目
録
』
等
を

参
考
に
、
よ
り
細
か
く
分
類
し
た
。
分
類
と
し
て
は
、
随
筆
、
説
話
、
仮
名
草

子
、
浮
世
草
子
、
読
本
、
滑
稽
本
、
実
録
、
明
治
期
の
小
説
、
全
集
な
ど
と
し

た
。
そ
の
結
果
、
図
3
の
よ
う
に
読
本
が
一
八
タ
イ
ト
ル
、
浮
世
草
子
と
随
筆

が
そ
れ
ぞ
れ
八
タ
イ
ト
ル
、
説
話
が
七
タ
イ
ト
ル
、
滑
稽
本
が
四
タ
イ
ト
ル
、

実
録
と
明
治
期
の
小
説
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
タ
イ
ト
ル
、
仮
名
草
子
と
全
集
が
そ
れ

ぞ
れ
二
タ
イ
ト
ル
、
そ
の
他
が
八
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た
。
そ
の
他
の
内
訳
は
、

軍
記
物
語
、
考
在
、
雑
記
、
浄
瑠
璃
、
神
祇
、
地
誌
、
人
情
本
、
室
町
物
語
で

あ
る
。こ

の
よ
う
に
、
読
本
が
一
八
タ
イ
ト
ル
と
全
体
の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
て

い
る
。
読
本
に
は
百
物
語
風
の
怪
具
謂
も
多
く
二
、
八
雲
の
怪
談
好
き
が
蔵
書

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
入
品
一
一
一
耳
の
怪
談
好
き
は
妻
の
セ
ツ
も
『
思
い
出
の
-
記
』

で
、
「
怪
談
は
大
層
好
き
で
あ
り
ま
し
て
、
『
怪
談
の
書
物
は
私
の
宝
で
す
』
と

一
言
っ
て
い
ま
し
た
」
一
一
一
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
、
浮
世
草

子
と
随
筆
が
合
わ
せ
て
一
六
タ
イ
ト
ル
と
全
体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。

《
西
鶴
全
集
》
な
ど
の
浮
世
草
子
も
《
骨
董
集
》
や
《
世
事
百
談
》
な
ど
の
随

筆
も
日
本
の
風
俗
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
日
本
の
風
俗

や
習
慣
に
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
蔵
書
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
一
一
一
一
。

と
こ
ま
で
、
ヘ
ル
ン
文
庫
の
和
漢
書
に
つ
い
て
分
類
作
業
を
通
し
て
蔵
書
の

傾
向
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
ャ
ン
ル
で
は
日
本
小
説
が
圧
倒
的
に
多
く
、

成
立
時
代
で
は
江
戸
期
が
最
も
多
く
、
特
に
江
戸
中
期
以
降
が
多
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
目
本
小
説
を
さ
ら
に
分
類
し
て
み
る
と
、
読
本
に
分

類
さ
れ
る
も
の
が
四
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
和
漢
書
全

2 



体
を
分
類
し
て
み
る
と
、
あ
る
程
度
の
蔵
書
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
八
雲
の
作
品
と
の
関
連
は
少
し
し
か
見
え
て
こ
な
い
。

そ
と
で
、
次
は
八
雲
の
作
品
の
原
典
と
な
っ
た
も
の
に
限
っ
て
、
同
様
の
作
業

を
試
み
て
い
き
た
い
。

八
雲
が
再
話
し
た
作
品
の
原
典
と
な
っ
た
タ
イ
ト
ル
は
ヘ
ル
ン
文
庫
に
全
部

で
一
七
タ
イ
ト
ル
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
ず
は
日
本
十
進
分
類
に
よ
っ
て
分
類
し

て
み
た
。
そ
の
原
典
タ
イ
ト
ル
数
と
再
話
作
品
数
の
関
係
を
表
し
た
の
が
表
ー

で
あ
る
一
四
。
表
ー
の
よ
う
に
、
日
本
小
説
は
原
典
タ
イ
ト
ル
数
が
一
五
で
再
話

作
品
数
が
二
八
、
日
本
詩
は
原
典
タ
イ
ト
ル
数
が
一
で
再
話
作
品
数
も
一
、
神

道
は
原
典
タ
イ
ト
ル
数
が
一
で
再
話
作
品
数
が
三
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
小
説
を
原
典
と
し
た
作
品
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
こ
れ

は
再
話
し
て
小
説
を
書
い
て
い
る
以
上
、
当
然
の
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
時
代
別
に
分
類
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
図
4
の
よ
う
に
原
典
タ
イ

ト
ル
数
は
平
安
が
一
、
鎌
倉
が
三
つ
江
戸
中
期
が
四
、
江
戸
後
期
が
六
、
明
治

が
一
二
と
な
り
、
再
話
作
品
数
は
平
安
が
二
、
鎌
倉
が
四
、
江
戸
中
期
が
九
、
江

戸
後
期
が
八
、
明
治
が
九
と
な
っ
た
。
ま
た
、
図
5
の
よ
う
に
全
タ
イ
ト
ル
に

占
め
る
原
典
タ
イ
ト
ル
の
割
合
は
平
安
と
鎌
倉
が
そ
れ
ぞ
れ
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
、

江
戸
中
期
が
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
江
戸
後
期
が
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
明
治
が
二

一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
原
典
一
タ
イ
ト
ル
当
た
り
の
再
話
作
品
数
は
平
安
が

二
、
鎌
倉
が
一
・
一
二
三
、
江
戸
中
期
が
二
・
二
五
、
江
戸
後
期
が
一
・
一
二
三
、

明
治
が
三
と
な
っ
た
。

と
の
結
果
か
ら
、
原
典
と
し
た
も
の
は
江
戸
中
期
以
降
の
も
の
が
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
明
治
や
江
戸
中
期
、
平
安
の
も
の
は
原
典
一
タ
イ
ト
ル
か

ら
二
作
品
以
上
の
再
話
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
特
に
明
治
は
原
典

一
タ
イ
ト
ル
か
ら
平
均
し
て
三
作
品
の
再
話
が
行
わ
れ
て
お
り
、
突
出
し
て
い

る
。
八
雲
が
そ
れ
だ
け
明
治
の
作
品
に
共
感
し
た
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
。
明

治
は
八
雲
が
生
き
て
い
る
時
代
の
た
め
、
感
覚
が
近
か
っ
た
こ
と
が
要
因
だ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
づ
い
て
、
種
類
別
に
分
類
し
た
結
果
を
見
て
み
る
。
図
6
の
よ
う
に
原
典

タ
イ
ト
ル
数
は
説
話
が
五
、
読
本
が
四
、
明
治
期
の
小
説
と
浮
世
草
子
が
二
、

滑
稽
木
、
人
情
本
、
日
本
詩
、
神
道
が
そ
れ
ぞ
れ
一
と
な
り
、
再
話
作
品
数
は

説
話
が
九
、
読
本
が
八
、
明
治
期
の
小
説
が
六
、
浮
世
草
子
が
三
、
滑
稽
本
、

人
情
本
、
日
本
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
神
道
が
三
と
な
っ
た
。
ま
た
、
図
7
の
よ

う
に
全
タ
イ
ト
ル
に
占
め
る
原
典
タ
イ
ト
ル
の
割
合
は
説
話
が
七
一
パ
ー
セ
ン

ト
、
読
本
が
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
明
治
期
の
小
説
が
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
浮
世

草
子
と
滑
稽
本
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
人
情
本
が
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
、
日
本

詩
が
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
神
道
が
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
原
典
一
タ
イ
ト

ル
当
た
り
の
再
話
作
品
数
は
説
話
が
一
・
八
、
読
本
が
二
、
明
治
期
の
小
説
が

三
、
浮
世
草
子
が
一
・
玉
、
滑
稽
本
、
人
情
本
、
日
本
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
神

道
が
三
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
説
話
は
読
本
よ
り
全
体
の
タ
イ
ト
ル
数
が
少
な
い
一
王

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
典
タ
イ
ト
ル
数
お
よ
び
再
話
作
品
数
は
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
怪
異
護
が
多
い
と
さ
れ
る
読
本
よ
り
説
話
が
多
い
こ
と
は
意
外
な
結

果
と
も
思
え
る
が
、
説
話
に
も
奇
談
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
説
話
の
方
が
八

雲
に
と
っ
て
共
感
で
き
る
話
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。

ま
た
、
読
本
は
原
典
一
タ
イ
ト
ル
か
ら
平
均
し
て
二
作
品
が
再
話
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
部
分
を
読
ん
で
い
た
(
妻
の
セ
ツ
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
い

た
)
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
八
雲
の
著
書
別
に
見
て
み
た
い
。
表
2
の
よ
う
に
『
霊
の
日
本
』

(
一
八
九
九
)
で
は
、
全
一
四
作
品
中
一
二
作
品
が
再
話
作
品
で
あ
り
再
話
作
品

3 



の
割
合
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
同
様
に
『
影
』
(
一
九

O
O
)
で
は
、
全

一
六
作
品
中
六
作
品
が
再
話
作
品
で
あ
り
再
話
作
品
の
割
合
は
三
八
パ
ー
セ
ン

ト
、
『
日
本
雑
録
』
(
一
九

O
一
)
で
は
、
全
一
六
作
品
中
五
作
品
が
再
話
作
品

で
あ
り
再
話
作
品
の
割
合
は
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
『
骨
董
』
(
一
九

O
二
)
で
は
、

全
二

O
作
品
中
五
作
品
が
再
話
作
品
で
あ
り
再
話
作
品
の
割
合
は
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
、
『
怪
談
』
(
一
九

O
四
)
で
は
、
全
二

O
作
品
中
一

O
作
品
が
再
話
作
品

で
あ
り
再
話
作
品
の
割
合
は
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
『
天
の
河
椅
語
そ
の
他
』
(
一

九
O
五
)
で
は
、
全
七
作
品
中
三
作
品
が
再
話
作
品
で
あ
り
再
話
作
品
の
割
合

は
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
一
方
、
著
書
別
に
原
典
タ
イ
ト
ル
の
時
代
別
分

類
を
行
っ
た
結
果
が
図
8
で
あ
る
。
図
8
の
よ
う
に
『
霊
の
日
本
』
で
は
鎌
倉

が
一
、
明
治
が
こ
と
な
り
、
『
影
』
で
は
平
安
が
二
、
鎌
倉
が
て
江
戸
後
期
が

三
と
な
っ
た
。
以
下
、
『
日
本
雑
録
』
で
は
江
戸
後
期
が
二
、
明
治
が
三
、
『
骨

董
』
で
は
鎌
倉
が
一
、
江
戸
中
期
、
が
四
、
『
怪
談
』
で
は
鎌
倉
が
て
江
戸
中
期

が
二
、
江
戸
後
期
が
三
、
明
治
が
四
、
『
天
の
河
締
謂
そ
の
他
』
で
は
江
戸
中
期

が
二
、
江
戸
後
期
が
一
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
種
類
別
に
分
類
す
る
と
、
図
9

の
よ
う
に
『
霊
の
日
本
』
で
は
説
話
が
一
、
明
治
期
の
小
説
が
二
、
『
影
』
で
は

説
話
が
三
、
読
本
が
二
、
人
情
本
が
一
、
『
日
本
雑
録
』
で
は
読
本
が
二
、
明
治

期
の
小
説
が
一
、
神
道
が
二
、
『
骨
董
』
で
は
説
話
が
四
、
浮
世
草
子
が
一
、
『
怪

談
』
で
は
説
話
が
一
、
読
本
が
二
、
明
治
期
の
小
説
が
三
、
浮
世
草
子
が
二
、

滑
稽
本
が
一
、
神
道
が
一
、
『
天
の
何
椅
譲
そ
の
他
』
で
は
読
本
が
二
、
日
本
詩

、
が
一
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
再
話
作
品
を
書
い
て
い
る
が
、
『
怪
談
』
で

は
半
数
が
再
話
作
品
で
あ
り
、
突
出
し
て
い
る
。
ほ
か
は
時
代
別
に
見
て
も
種

類
別
に
見
て
も
大
き
な
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
骨
董
』
に
関
し
て
は
時
代
別

で
は
江
戸
中
期
の
も
の
が
、
種
類
別
で
は
説
話
を
再
話
し
た
作
品
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
全
体
的
に
あ
ま
り
大
き
な
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
怪
談
』
は
再
話

作
品
数
も
多
く
、
時
代
も
種
類
も
幅
広
く
、
八
雲
の
集
大
成
的
作
品
だ
左
い
う

こ
と
が
、
と
れ
ら
の
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

と
こ
ま
で
、
ヘ
ル
ン
文
庫
の
調
査
を
も
と
に
八
雲
の
和
漢
書
の
蔵
書
傾
向
を

見
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
、
和
漢
書
全
体
を
見
る
と
日
本
小
説
が
圧
倒
的
に
多

い
。
成
立
時
代
で
は
江
戸
中
期
以
降
の
も
の
が
多
く
、
種
類
別
で
は
読
本
が
多

い
。
ま
た
、
原
典
タ
イ
ト
ル
を
見
る
と
、
成
立
時
代
で
は
和
漢
書
全
体
と
同
様

に
江
戸
中
期
以
降
の
も
の
が
多
い
が
、
原
典
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
割
合
で

は
平
安
と
鎌
倉
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
種
類
別
で
は
読
本
が
多
い
の
は
和
漢
書

全
体
と
同
様
だ
が
、
説
話
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
原
典
一
タ
イ
ト
ル
当
た
り
の
再
話
作
品
数
で
は
明
治
期
の
小
説
が
多
い
。

一
方
、
八
雲
の
著
書
別
に
も
見
て
み
た
が
、
大
き
な
特
徴
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
八
雲
は
日
本
小
説
で
江
戸
中
期
以
降
に
成
立
し
た
読

本
を
最
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
八
雲
に
と
っ
て
再
話
に

適
し
て
い
た
の
は
明
治
期
の
も
の
、
あ
る
い
は
説
話
や
読
本
で
あ
っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

-4 

書
き
込
み
調
査

私
は
「
富
大
比
較
文
学
」
第
一
集
で
ヘ
ル
ン
文
庫
の
和
漢
書
に
お
け
る
書
き

込
み
に
つ
い
て
一
部
を
報
告
し
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
後
の
調
査
結
果
を
全
て

報
舎
す
る
二
ハ
o

方
法
は
、
「
富
山
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
一
七
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
お
よ
び
現
物
を
見
て
調
査
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
ヘ
ル
ン
文

庫
の
和
漢
書
に
お
け
る
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
全
て
調
査
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
調
査
結
果
一
八
を
-
記
し
て
い
く
が
、
全
て
の
調
査
を
終
え
て
、
書
き
込
み



が
あ
っ
た
の
は
一
部
で
大
半
の
蔵
書
に
は
書
き
込
み
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
書
き
込
み
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
虞
書
太
閤
記
》
(
二

O
七
二
1
二

O
七
五
)
、
《
源
平
盛
表
記
》
(
二

O
七
六
)
、

《
南
線
里
見
八
犬
侍
》
(
ニ

O
七
七
1
二

O
七
八
)
、
《
東
海
道
中
・
岐
蘇
道
中
・

奥
羽
道
中
・
膝
栗
毛
》
(
二

O
七
九
)
、
《
通
俗
三
園
志
》
(
ニ

O
八
0
1
二

O
八

一
)
、
《
柳
津
・
越
後
・
黒
田
・
加
賀
・
伊
達
騒
動
寅
記
》
(
二

O
八
二
)
、
《
呉
越

軍
談
漢
楚
軍
談
》
(
二

O
八
三
)
、
《
西
鶴
全
集
》
(
二

O
八
四
1
二

O
八
五
)
、

《
滑
稽
名
作
集
》
(
二

O
八
六

i
二
O
八
七
)
、
《
其
積
自
笑
傑
作
集
》
(
ニ

O
八

八
1
二

O
八
九
)
、
《
人
情
本
傑
作
集
》
(
二

O
九
0
1
ニ

O
九
一
)
、
《
珍
本
全
集
》

(二

O
九
二
1
二

O
九
四
)
、
《
四
大
奇
書
》
(
二

O
九
六
1
二

O
九
七
)
、
《
近
松

時
代
浄
瑠
璃
》
(
二

O
九
八
)
、
《
近
松
世
話
浄
瑠
矯
》
(
二

O
九
九
)
、
《
浄
瑠
璃

名
作
集
》
つ
=
0
0
)
、
《
大
岡
政
談
》
合
二

O
二
、
《
仏
教
各
宗
高
僧
実
伝
》

っ
=
o
二
)
、
《
仇
討
小
説
集
》
(
二
一

O
三
)
、
《
馬
琴
傑
作
集
》
合
二

O
四)、

《
侠
客
伝
全
集
》
(
二
一

O
五
)
、
《
日
本
歌
謡
類
衆
》
竺
二

O
六
1
一
一
一

O
七)、

《
落
語
全
集
》
(
二
一

O
八
)
、
《
俗
曲
大
全
》
つ
二

O
九
)
、
《
十
訓
抄
》
(
一
一
一

一
二
1
一
一
一
一
四
)
、
《
古
今
著
聞
集
》
(
二
一
一
七
1
一
二
三
一
)
、
《
骨
董
集
》

(
一
二
三
二
-
一
二
三
五
)
、
《
用
捨
箱
》
合
=
三
六
1
二
二
二
七
)
、
《
夷
堅
志

和
解
》
(
一
二
三
八
1
一
一
一
四
五
)
、
《
絵
本
寝
賓
袋
》
つ
=
五
四
1
一
一
一
六
三
)
、

《
玉
す
だ
れ
》
合
=
六
四
1
一
二
六
九
)
、
《
新
著
聞
集
》
(
二
一
七
0
1
一
一
一

七
七
)
、
《
想
山
著
聞
奇
集
》
(
一
二
八
三
1
一
二
八
七
)
、
《
長
崎
夜
話
草
》
(
二

一
八
九
1
一
=
九
三
)
、
《
北
越
雪
譜
》
(
二
一
九
四
1
二
二

O
O
)
、
《
北
越
奇
談
》

(
二
二

O
一
i
二
二

O
六
)
、
《
奇
談
北
画
巡
杖
記
》
(
二
二

O
七
1
一
一
一
一
一
一
)
、

《
近
世
異
説
奇
聞
》
合
コ
=
二

i
二
二
一
六
)
、
《
今
古
奇
談
翁
草
》
(
二
一
二

七
1
一
一
一
一
一
一
一
)
、
《
古
今
奇
談
繁
野
話
》
(
二
二
二
二

i
二
二
二
七
)
、
《
小
夜
嵐

物
語
》
(
二
二
二
八
1
二
二
三
七
)
、
《
遠
山
奇
談
》
合
一
二
三
八

i
二
二
四
一
)
、

《
遠
山
奇
談
後
編
》
(
二
二
四
二
1
二
二
四
五
)
、
《
木
耳
雑
記
》
(
一
一
一
一
五
一

1
二
一
一
六

O
)
、
《
宿
直
草
》
(
二
二
六
一
)
、
《
世
事
百
談
》
合
=
ヱ
ハ
ニ
ー
二
二

六
五
)
、
《
諸
国
怪
談
実
記
》
(
二
二
六
六
)
、
《
怪
談
諸
国
物
語
》
(
二
二
六
七
)
、

《
化
競
丑
満
鐘
》
(
二
二
六
八
1
一
一
二
七

O
)
、
《
新
累
解
脱
物
語
》
(
一
一
一
一
七
一

i
二
二
七
五
)
、
《
富
士
の
人
穴
物
語
》
(
二
二
七
六
1
二
二
七
七
)
、
《
御
伽
厚
化

粧
》
(
一
一
二
七
人
)
、
《
列
仙
全
伝
》
(
二
三

O
九
5
二
一
三
三
)
、
《
近
世
崎
人
伝
》

(
二
=
二
四
1
一
三
二
八
)
、
《
続
近
世
崎
人
伝
》
(
二
三
一
九

5
二
三
二
三
)
、

《
巌
流
敵
討
絵
本
二
島
英
雄
記
》
(
一
一
三
一
二
六
1
二
三
四
O
)
、
《
朝
鮮
人
大
行
列

記
》
(
二
三
四
一
)
、
《
琉
球
人
大
行
列
記
》
(
合
二
=
三
ニ
四
二
)
て
、
《
新
沙
石
集
》
(
合
二
一
=
三ニ

五
三

i
二
三
五
七
)
て
、
《
各
宗
必
携
仏
学
三
書
》
(
つ
二
一
=
三
二
七
四
1
二
三
七
七
)
て
、
《
往

生
要
集
》
(
合
二
一
=
三
ニ
七
八
1
二
三
八

O
)て
、
《
盆
供
施
餓
鬼
問
弁
》
(
合
二
一
=
三
ニ
八
七
)
て
、
《
親

轡
驚
府
上
人
御
一
代
記
図
絵
》
(
合
二
=
三
二
九

O
)て
、
《
善
悪
因
果
経
和
談
図
会
》
(
つ
二
一
=
三
ニ
九

一7，、
道
問
答
》
(
二
四

O
三
)
て
、
《
神
語
》
(
二
四

O
四
)
て
、
《
神
風
記
》
(
ニ
四
O
五)て
、

《
出
雲
大
社
営
沿
革
図
弁
》
(
二
四

O
六
)
、
《
梅
花
心
易
掌
中
指
南
》
(
二
四

O

七
1
一
一
四
O
九
)
、
《
歌
舞
音
楽
略
史
》
(
二
四
一
二
1
二
四
二
ニ
)
、
《
声
曲
類
纂
》

(
二
四
一
四
1
二
四
一
九
)
、
《
万
物
紀
元
古
事
大
全
》
(
二
四
二
0
1
二
四
二
一
)
、

《
日
本
大
玉
篇
》
(
二
四
二
一
一
1
二
四
二
四
)
、
《
群
書
一
覧
》
(
二
四
二
五

i
二

四
三

O
)
、
《
郡
名
異
同
一
覧
》
(
二
四
三
回
)
、
《
浮
世
絵
展
覧
会
目
録
》
(
二
四

三
五
)
。

以
上
が
、
調
べ
て
も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、

書
き
込
み
ゃ
付
築
等
が
見
ら
れ
た
も
の
を
挙
げ
、
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
。
た

だ
し
、
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
八
雲
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
恩
わ
れ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
が
、
本
論
文
で
は
見
ら
れ
た
書
き
込
み
を
で
き
る
限
り
報
告
す
る

方
針
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
八
雲
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
本
論
文
で
は
言

5 



及
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

《
水
滞
惇
》
(
二

O
九
五
)
の
五
八
三
ペ
ー
ジ
に
鉛
筆
で
落
書
き
の
よ
う
な
も

の
が
見
ら
れ
た
。

《
今
昔
物
語
上
・
下
》
(
二
一
一

0
1
一
一
一
一
一
)
の
上
の
二
一
ペ
ー
ジ
の

「O
人
妻
成
悪
霊
除
其
害
陰
陽
師
語
」
と
一
五

0
ペ
ー
ジ
の
「
近
江
園
女
生
霊

衆
京
害
人
語
」
の
上
に
付
築
が
貼
ら
れ
て
い
た
。

《
宇
治
拾
遺
物
語
抄
上
巻
・
下
巻
》
(
一
一
一
一
五

1
一
一
一
一
六
)
に
は
多
く

の
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
上
巻
の
八

0
ペ
ー
ジ
の
「
お
ど
ろ
き
」

の
右
隣
に
「
自
の
さ
め
る
」
、
八
二
ペ
ー
ジ
の
題
名
「
(
廿
五
)
検
非
違
使
忠
明

の
事
」
の
下
に
「
警
視
H
」
、
「
御
堂
ざ
ま
」
の
「
ざ
ま
」
の
右
隣
に
「
方
へ
」

と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
「
御
堂
の
東
の
つ
ま
」
の
「
つ
ま
」
の
右
隣
に
も

書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
し
と
み
の
も
と
を
」
の
「
と
」

の
右
隣
に
「
戸
」
、
「
し
ぶ
か
れ
て
」
の
右
隣
に
「
ふ
う
」
、
左
隣
に
「
ふ
わ
1
1
t

と
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
八
三
ペ
ー
ジ
の
「
や
を
ら
」
の
右
隣
に
も

書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
た
ち
な
み
て
」
の
「
な
み

て
」
の
右
隣
に
「
な
ら
び
て
」
、
題
名
「
(
廿
六
)
小
野
宮
大
饗
の
事
」
の
下
に

「
小
野
H

H
原
H

H
」
、
「
付
西
宮
殿
富
小
路
大
臣
等
大
饗
の
事
」
の
下
に
「
H

H
高
H
富
小
路
H
実
補
」
、
「
九
条
殿
」
の
「
九
」
の
右
隣
に
「
H
第
」
、
「
細
長
」

の
右
隣
に
「
衣
の
名
」
、
「
心
な
か
り
け
る
」
の
右
隣
に
「
H

H
き
の
な
ど
」
、
「
御

ま
へ
」
の
右
隣
に
「
女
中
」
、
「
や
り
水
」
の
右
隣
に
「
流
水
」
、
「
つ
ゆ
」
の
右

隣
に
「
少
し
も
」
、
八
四
ペ
ー
ジ
の
「
尊
者
に
お
は
せ
よ
」
の
右
隣
に
「
尊
者
と

は
H

H
の
H
代
役
」
、
「
庭
の
拝
え
す
ま
じ
け
れ
ば
」
の
右
隣
に
「
尊
者
は
H

H

H

H
ヲ
H

H
故
也
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
八
五
ペ
ー
ジ
の
「
あ
や
し

く
て
」
の
右
隣
に
も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
わ
り

な
く
」
の
右
隣
に
「
そ
ぞ
ろ
し
く
」
、
下
の
余
白
に
「
お
は
ら
H

H

H
」
、
「
八
つ

H
八
四
H
H
H
H
H
H
」
、
八
六
ペ
ー
ジ
の
「
か
し
が
ま
し
き
」
の
右
隣
に
「
や

か
ま
し
」
、
奥
付
の
下
の
余
白
に
「
出
曲
ロ
O
唱
H
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。

下
巻
の
一
ペ
ー
ジ
の
「
(
二
猟
師
、
傍
を
射
る
事
」
と
い
う
題
名
の
頭
に
「
×
」
、

「
お
こ
な
ふ
聖
」
の
右
隣
に
「
務
行
を
し
て
い
る
僧
」
、
「
年
比
行
ひ
て
」
の

右
隣
に
「
年
久
し
く
」
、
「
坊
」
と
い
う
文
字
の
右
隣
に
「
寺
」
、
「
餌
袋
」
と
い

う
言
葉
の
上
の
余
白
に
「
餌
袋
H
之
H
鷹
餌
ヲ
入
レ
テ
持
歩
ル
ヲ
縛
テ
食
物

ヲ
入
レ
テ
持
チ
歩
ク
袋
」
、
「
経
を
た
も
ち
奉
り
て
」
の
「
た
も
ち
」
の
右
隣
に

「
読
」
、
「
菩
薩
」
と
い
う
言
葉
の
右
隣
に
「
ぼ
さ
ち
」
、
「
ょ
に
、
た
ふ
と
き
事
」

の
「
ょ
に
」
の
右
隣
に
「
甚
」
、
二
ペ
ー
ジ
の
「
ゃ
う
/
旬
、
、
l
」
と
い
う
言
葉
の
右

隣
に
「
漸
々
」
、
「
い
か
ゾ
は
」
の
「
い
」
の
右
隣
に
「
ア
」
、
「
ゾ
」
の
右
隣
に

「
論
」
、
「
を
い
/
1
1
」
の
右
隣
に
「
あ
/
t
t
/
¥
」
、
三
ペ
ー
ジ
の
「
火
を
う
ち

け
つ
ご
と
く
に
て
」
の
「
け
つ
ご
と
く
」
の
右
隣
に
「
す
と
同
じ
」
、
七
ペ
ー
ジ

の
題
名
「
(
三
)
伴
大
納
言
慮
天
門
を
や
く
事
」
の
上
に
「
×
」
、
「
感
天
門
」
の

右
隣
に
「
御
H

ノ
正
門
」
、
「
大
や
け
に
申
し
」
の
右
隣
に
「
朝
H

へ
申
し
H

H
」、

「
移
し
の
罵
に
の
り
給
ひ
て
」
の
右
隣
に
「
暮
式
鞍
ヲ
ケ
ル
馬
ヲ
移
し
H
馬
と

云
フ
」
、
「
北
の
陣
」
の
右
隣
に
「
H

H
輿
也
」
、
「
大
事
に
な
さ
せ
」
の
右
隣
に

「
大
げ
さ
に

u
る
る
は
」
、
「
い
と
こ
と
や
う
」
の
右
隣
に
「
甚
だ
怪
し
か
ら
ん
」
、

下
の
余
白
に
「
信
は
漁
信
也
」
、
八
ペ
ー
ジ
の
ご
定
」
の
右
隣
に
「
H
し」、

「
日
の
装
束
し
て
」
の
右
隣
に
「
H
殿
」
、
「
頭
中
将
」
の
右
隣
に
「
H
人
の
頭
」
、

「
ひ
と
家
」
の
右
隣
に
ご
同
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
「
こ
と
に
」
の

右
隣
に
も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
一

0
ペ
ー
ジ
の

「
き
わ
め
た
る
」
の
右
隣
に
「
H
所
」
、
「
い
と
ほ
し
」
の
右
隣
に
「
あ
わ
れ
」
、

「
と
り
さ
へ
ん
」
の
右
隣
に
「
仲
H
」
、
一
一
ペ
ー
ジ
の
「
お
れ
」
の
右
隣
に
「
己

レ
ハ
ヘ
「
と
ね
り
た
つ
る
」
の
「
た
つ
る
」
の
右
隣
に
「
を
H
め
て
い
ふ
」
、
「
ば

か
り
」
の
右
隣
に
「
位
H
」
、
「
お
ほ
や
け
人
」
の
右
隣
に
「
役
人
」
、
「
し
れ
事
」
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の
右
隣
に
「
馬
H
」
、
「
か
た
ゐ
か
な
」
の
右
隣
に
「
乞
食
の
な
」
、
「
か
う
け
」

の
右
隣
に
「
高
家
」
、
「
腹
立
ち
さ
し
て
」
の
「
さ
し
て
」
の
右
隣
に
「
を
其
ま
〉

と
し
て
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
二
一
ペ
ー
ジ
の
「
あ
ら
が
ひ
」
の
右

隣
に
も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
あ
り
の
く
だ
り
」

の
右
隣
に
「
あ
H

H
」
、
題
名
の
「
(
囚
)
吾
嬬
人
生
賛
を
止
む
る
事
」
の
上
に

「
×
」
、
二
二
ペ
ー
ジ
の
「
を
か
し
げ
に
」
の
右
隣
に
「
を
H

し
く
」
、
「
ら
う
た

げ
な
る
」
の
右
隣
に
「
H

H
ら
し
く
」
、
「
あ
や
し
き
」
の
右
隣
に
「
不
H

H
」、

「
お
ろ
か
に
や
は
恩
ふ
」
の
右
隣
に
「
お
ろ
H

H

は
H

は
ら
H
」
、
「
め
で
た
け

れ
ば
」
の
右
隣
に
「
H

H
れ
」
、
「
ね
を
の
み
泣
く
」
の
右
隣
に
「
泣
H

H

H
」、

「
し
か
り
」
の
右
隣
に
「
い
H

る
」
、
一
四
ペ
ー
ジ
の
「
む
く
つ
け
き
」
の
右
隣

に
「
H

H
ト
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
ヘ
「
か
〉
事
」
の
右
隣
に
「
る
」
(
「
か
〉
る
事
」
と

す
る
べ
き
所
に
、
「
る
」
を
付
け
加
え
た
も
の
)
、
「
心
に
も
あ
ら
ず
」
の
右
隣
に

「H
ね
の
H

て
」
、
一
五
ペ
ー
ジ
の
「
ゆ
』
し
か
る
」
の
右
隣
に
「
あ
H

ろ
し
H
」、

一
六
ペ
ー
ジ
の
「
し
な
ハ
¥
」
の
右
隣
に
「
上
品
」
、
「
思
ひ
か
ま
ふ
る
」
の
右

隣
に
「
工
夫
」
、
一
七
ペ
ー
ジ
の
「
す
む
」
の
右
隣
に
「
含
H
L
、
「
い
ら
な
き
」

の
右
隣
に
「
甚
鋭
き
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
一
八
ペ
ー
ジ
の
「
の
〉

し
り
」
の
右
隣
に
傍
線
が
引
い
て
あ
り
、
二

0
ペ
ー
ジ
の
「
綿
を
」
の
右
隣
に

も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
く
「
い
ら
な
く
」

の
右
隣
に
も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
ょ
こ
座
」
の

右
隣
に
「
正
H
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
、
「
ひ
き
は
り
て
」
の
右
隣
に
傍
線

が
引
い
て
あ
り
、
二
一
ペ
ー
ジ
の
「
し
や
首
」
の
右
隣
に
も
書
き
込
み
が
見
ら

れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
か
ひ
て
ん
」
の
右
隣
に
「
食
H

H
ん
」
、
「
あ

さ
ま
し
き
」
の
右
隣
に
「
あ
き
れ
H
」
、
「
そ
こ
ば
く
」
の
右
隣
に
「
日
十
H
」、

「
さ
ら
ば
」
の
右
隣
に
「
H
H
H
去
H

H
」
、
「
ま
ど
ひ
」
の
右
隣
に
「
迷
い
」
、
二

二
ペ
ー
ジ
の
「
こ
り
と
も
」
の
右
隣
に
「
ら
H

H

H
」
、
「
領
し
」
の
右
隣
に
「
H

の
H

H
し
」
、
二
三
一
ペ
ー
ジ
の
「
わ
び
し
さ
」
の
右
隣
に
「
つ
ら
ひ
H

を
」
、
二

四
ペ
ー
ジ
の
題
名
「
(
五
)
あ
を
つ
ね
の
事
」
の
上
に
「
×
」
、
「
古
き
宮
の
御
子
」

の
右
隣
に
「
老
イ
タ
ル
息
子
」
、
「
細
た
か
」
の
「
た
か
」
の
右
隣
に
「
高
」
、
「
あ

で
や
か
」
の
右
隣
に
「
上
品
」
、
「
ゃ
う
だ
い
」
の
右
隣
に
「
客
観
」
、
「
を
か
な

り
け
り
」
の
右
隣
に
「
馬
H
ら
し
い
」
、
「
か
た
く
な
は
し
き
」
の
右
隣
に
「
頑

固
の
や
う
H
」
、
「
あ
ぶ
み
が
し
ら
」
の
右
隣
に
「
鎧
の
如
き
」
と
の
書
き
込
み

が
見
ら
れ
た
。
「
え
い
は
」
の
右
隣
に
傍
線
が
引
い
て
あ
り
、
「
露
草
の
は
な
」

の
右
隣
に
「
青
色
の
H
を
嘆
く
草
」
、
「
ま
か
ぶ
ら
」
の
右
隣
に
「
目
の
う
ち
」

と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
下
の
余
白
に
「
え
い
」
の
絵
が
描
か

れ
て
お
り
、
二
五
ペ
ー
ジ
の
「
し
め
し
鈴
り
て
」
の
右
隣
に
も
童
聞
き
込
み
が
見

ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
と
れ
を
」
の
右
隣
に
「
H

H
太
夫
九
「
び

ん
な
き
」
の
右
隣
に
「
不
H
含
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
「
み
こ
」
の
右

隣
に
も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
「
ま
め
や
か
に
」
の

右
隣
に
「
信
実
」
、
「
さ
い
な
み
」
の
右
隣
に
よ
貢
め
」
、
「
し
た
な
き
を
し
て
」

の
右
隣
に
「
心
の
中
で
一
言
困
り
て
」
、
「
か
く
」
の
右
隣
に
「
斯
く
」
、
「
さ
い
な

め
ば
」
の
右
隣
に
「
責
む
H

H
」
、
「
起
請
す
」
の
右
隣
に
「
神
悌
H

H
を
H
ふ」、

「
あ
ふ
な
く
」
の
右
隣
に
「
何
の
気
な
し
H
」
、
「
う
し
ろ
で
」
の
「
で
」
の
右

隣
に
「
姿
」
、
「
ま
る
」
の
右
隣
に
「
殿
」
、
二
四
、
二
五
ペ
ー
ジ
の
問
の
余
白
に

「
殿
上
ハ
公
卿
ノ
内
/
殿
上
人
ト
云
フ
ア
リ
/
清
涼
殿
ノ
中
ニ
殿
上
ノ
間
ト
云

フ
之
ニ
昇
殿
ヲ
許
サ
レ
シ
人
ヲ
云
フ
/
一
二
位
以
上
ハ
上
達
部
ト
云
ヒ
四
位
ト
五

位
ノ
内
ニ
テ
昇
殿
H
許
H

セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
殿
上
人
ト
云
フ
/
五
位
以
下
ハ
地
ス

ノ
人
ト
云
フ
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。

《
三
園
事
積
除
陸
紗
了
八
》
(
二
一
四
六

1
一
一
一
五
三
)
の
一
の
四
ペ
ー

ジ
の
「

O
潜
上
自
称
主
而
所
害
事
」
の
始
ま
り
の
部
分
の
上
余
白
に
青
い
付
築

が
貼
ら
れ
て
い
た
。
以
下
同
様
に
、
六
ペ
ー
ジ
の
「

O
一
生
不
孝
不
順
父
意
事
」
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の
始
ま
り
、
七
ペ
ー
ジ
の
「

O
二
子
共
死
父
不
憂
悲
事
」
の
始
ま
り
、
一

0
ペ

ー
ジ
の
右
上
(
「
O
知
雄
先
生
親
殺
食
之
事
」
の
話
の
途
中
)
、
一
七
ペ
ー
ジ
の

「O
初
発
心
入
定
恩
故
二
事
」
の
始
ま
り
に
も
貼
ら
れ
て
い
た
。
一
一
の
一
ペ
ー

ジ
の
「

O
后
死
王
勅
官
人
令
突
事
」
の
始
ま
り
、
三
ペ
ー
ジ
の
「
聞
長
説
法
足

凄
落
涙
事
」
の
始
ま
り
、
六
ペ
ー
ジ
の
「

O
無
言
道
場
三
人
皆
言
事
」
の
始
ま

り
に
も
同
様
に
貼
ら
れ
て
い
た
。
四
の
四
ペ
ー
ジ
の
右
上
(
「

O
査
師
奥
工
巧
互

相
欺
事
」
の
話
の
途
中
)
に
赤
い
付
婆
が
、
一
三
ペ
ー
ジ
の
「

O
欺
妻
祈
神
吏

亦
飲
酒
事
」
の
始
ま
り
に
青
い
付
筆
が
、
一
四
ペ
ー
ジ
の
「

O
禁
酒
見
男
女
行

云
制
事
」
の
始
ま
り
に
赤
い
付
婆
が
そ
れ
ぞ
れ
貼
ら
れ
て
い
た
。
五
の
目
次
の

「O
臨
終
惜
財
云
親
死
骸
事
」
、
「
O
非
理
食
欲
必
有
大
損
事
」
の
上
に
、
七
ペ

ー
ジ
の
「

O
非
理
食
欲
必
有
大
損
事
」
の
始
ま
り
に
、
一
六
ペ
ー
ジ
の
「
O
愚

人
欲
争
・
賛
食
之
事
」
の
始
ま
り
に
そ
れ
ぞ
れ
赤
い
付
築
が
貼
ら
れ
て
い
た
。

六
の
一
四
ペ
ー
ジ
の
「

O
愛
華
之
人
不
長
中
有
事
」
の
始
ま
り
に
赤
い
付
筆
が

貼
ら
れ
て
い
た
。
七
の
目
次
の
「
O
効
得
金
鼠
為
毒
蛇
整
事
」
の
上
に
赤
い
付

築
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
八
の
六
ペ
ー
ジ
の
左
上
(
「

O
新
鬼
築
春
悌
家
不
畏
事
」

の
話
の
途
中
、
次
の
「

O
鬼
畏
亦
小
豆
等
食
物
事
」
に
近
い
)
に
、
一
一
ペ
ー

ジ
の
「

O
妻
狐
生
子
被
狗
追
去
事
」
の
始
ま
り
に
そ
れ
ぞ
れ
青
い
付
築
が
鮎
ら

れ
て
い
た
。

《
猿
著
間
集
了
五
》
(
一
二
七
八

1
一
二
八
二
)
の
一

i
五
の
一
ペ
ー
ジ

の
上
部
の
余
白
が
切
り
抜
か
れ
て
い
た
。

《
相
生
玉
手
箱
》
合
=
八
八
)
の
目
次
に
以
下
の
よ
う
に
点
(
こ
が
あ
っ

た。

第
八
、
冨
士
農
贋
H

第
九
、
茄
子
の
理
屈

第
十
、
H

H

H

H

H

第
十
一
、
浴
室
の
緋
舌

第
十
二
、
H

H
乃
H

H

《
臥
遊
奇
談
了
五
》
(
二
二
四
六

1
二
二
五

O
)

に
ひ
げ
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
。

《
当
日
奇
観
了
五
》
(
二
二
七
九

1
二
二
八
三
)
の
巻
一
の
挿
絵
の
人
物

に
ひ
げ
が
描
か
れ
て
い
た
。
巻
二
の
挿
絵
の
右
下
隅
に
墨
で
文
字
あ
る
い
は
マ

ー
ク
の
よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
は
ん
こ
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
巻
三
の
最
終
ベ

1
ジ
に
も
同
様
の
も
の
が
あ
っ
た
。
巻
五
の

奥
付
の
前
に
墨
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
五
文
字
で
、
一
部
は
「
谷

本
」
と
読
め
る
。
蔵
書
印
に
も
「
谷
本
」
の
文
字
が
見
え
る
の
で
、
所
蔵
者
の

署
名
の
可
能
性
も
あ
る
。

《
怪
物
与
論
五
冊
》
(
二
三

O
一
)
の
巻
四
の
は
じ
め
の
上
余
白
に
絵
が
描

か
れ
て
い
た
。
最
後
に
も
同
様
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。
蔵
書
印
と
同
じ
よ
う

な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

《
夜
窓
鬼
談
上
巻
・
下
巻
》
(
二
三

O
七
i
二
三

O
八
)
の
下
巻
の
奥
付
に

漢
数
字
や
カ
タ
カ
ナ
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
た
。
「
十
二
ノ
十
九
/
五
六

O
O
/

入
リ
シ
/
(
斜
線
)
タ
シ
」
と
読
め
る
。

《
日
本
百
将
伝
一
タ
話
了
二
一
》
(
二
三
二
四

5
二
三
三
五
)
の
一
の
見

返
し
に
筆
記
体
で

Jσ
自
可
営
旬
宗
門
・
「
国
E
E
P
O
B
Z
-
m・
」
と
イ
ン
ク
で

書
か
れ
て
い
る
。

《
沙
石
集
一
之
巻
・
一

O
之
巻
》
(
二
三
四
三

1
二
三
五
二
)
の
二
之
巻
の

六
、
二
ハ
ペ

1
ジ
に
付
筆
の
跡
が
見
え
る
。
付
婆
の
付
近
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
千

章
を
請
せ
ん
よ
り
ハ
。

H

H

一
句
を
:
・
」
「
H

H
を
H

H
め
く
れ
H

H
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

《
王
心
抄
》
(
二
三
五
八
)
の
見
返
し
に
鉛
筆
で
「
倶
舎
/

H

相
/

H

捕
/

H

の
巻
一
の
挿
絵
の
人
物

8-



H
/華
厳
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
赤
で
校
正
し
た
跡
が
あ
る
。

《
正
法
念
慮
経
》
(
二
三
五
九

1
二
三
七
二
)
の
本
文
に
赤
で
点
(
、
)
や
傍

線
、
「
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
一
九
。

《
諾
陀
羅
尼
》
(
二
三
七
一
二
)
の
目
次
と
思
わ
れ
る
部
分
の
「
@
回
向
」
の

「
回
」
の
文
字
が
「
面
」
の
下
の
部
分
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を
赤
で
「
回
」

に
訂
正
し
て
あ
る
。

《
三
歳
因
縁
弁
疑
前
編
上
・
下
後
編
上
・
下
》
(
二
三
八
一

1
二
三
八
六
)

の
後
編
上
の
見
返
し
に
鉛
筆
で
「
諸
君
H

H
セ
レ
ム
H
得
パ
ス
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
一
ペ
ー
ジ
に
墨
で
「
H

H

H
ム
H
ナ
レ
パ
H

ル
H
ナ
カ
レ
若
し
日
ル
ナ

レ
パ

H
之
レ
ヲ
腹
H
セ
ヨ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
七
ペ
ー
ジ
の
「
だ
ん
H

H

H
」

を
鉛
筆
で
囲
つ
で
あ
る
。
余
白
に
は
、
「
①
忍
婆
羅
密
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
最

終
ペ

l
ジ
の
前
の
ペ

l
ジ
の
余
白
に
鉛
筆
で
「
H
ソ
H

一
ノ
H
H
H
H
影
H

H

一
大
H
H
H
H
H
ヲ
礼
H

H

H
而
シ
テ
共
H
礼
会
ハ
ヲ
H

H
ス
ル
二
人
H
リ
テ

ハ
必
ラ
ズ
ヤ
H

H

H
ナ
カ
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
最
終
ベ

l
ジ
の

余
白
に
は
「
曲
目
島
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
後
編
中
の
一
五
ペ
ー
ジ
の
余
白
に
鉛

筆
で
文
字
が
九
文
字
書
か
れ
て
い
る
。
う
ち
二
文
字
は
「
町
」
と
「
丁
」
と
読

め
る
が
、
残
り
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

《
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
》
円
二
三
八
八

1
二
三
八
九
)
の
挿
絵
に
赤
で
書
き
込

み
が
あ
る
。
上
の
一
八
ペ
ー
ジ
に
は
「
人
中
ヲ
H
H
H
H
H
ル
者
ヲ
責
H
」、「
H

H
往
生
人
育
H

H
自
H

H
往
生
H
故
往
生
人
ヲ
待
H
H
H
H
待
H

シ
」
、
一
九
ペ

ー
ジ
に
は
「
要
事
ヲ
見
テ
H
H
H
H
者
ヲ
H
」
、
「
此
世
H
食
物
ヲ
種
々
ニ
要
H

H

H
者
ヲ
」
、
「
善
四
H

H

H
」
、
「
善
法
ヲ
誹
務
シ
H
者
堕
H
」
、
四

0
ペ
ー
ジ
代

前
半
に
は
「
我
子
ノ
H

H

ニ
金
H

H
服
ヲ
子
ヲ
ア
タ
エ
夕
日
ヲ
モ
イ
痴
H

H

H

妾
ヲ
H
椋
H

ル
H
堕
H
」
、
「
台
H
H
H
H
H
H
」、「
H

H
水
H
又
雄
ル
」
、
「
善

之
亜
伯
母
H
H
H
H
H
」
、
「
此
世
デ
酒
ヲ
呑
ム
者
堕
H
」
、
「
親
不
孝
者
堕
」
、
「
此

世
デ
酒
ヲ
枯
ル
者
堕
“
」
、
四
六
ペ
ー
ジ
に
は
「
存
生
中
知
是
依
世
ニ
生
テ
居
ナ

カ
ラ
要
日
要
H

H
」
、
「
善
之
E

H
」
、
「
此
世
デ
殺
生
シ
タ
者
堕
」
、
四
七
ペ
ー
ジ

に
は
「
血
池
」
、
「
H
人
存
生
中
H
善
H
之
H
村
H

H
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

《
英
雄
論
》
(
二
四
一
一
)
の
遊
び
紙
に
筆
記
体
で
「

Hwg宮
口
氏
ロ
ロ
可

官
。
曲
四
己
主
冨
円
同
開

S
E
E
S
呂
田
宮
司
F
切・

3
5
E」
と
ペ
ン
で
書
い

て
あ
る
。

《
通
俗
仏
教
百
科
全
書
上
巻
a

下
巻
》
(
二
四
三
一

1
二
四
三
三
)
の
上
巻

の
扉
の
左
下
に
鉛
筆
で
「
別
」
、
中
巻
と
下
巻
の
目
次
の
は
じ
め
の
ベ

l
ジ
の

左
下
に
鉛
筆
で
そ
れ
ぞ
れ
「
即
」
、
「

m」
と
書
い
て
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
書
き
込
み
等
が
あ
っ
た
も
の
と
そ
の
内
容
を
挙
げ
た
。
《
宇
治
拾

遺
物
語
》
へ
の
書
き
込
み
が
突
出
し
て
多
く
、
他
は
宗
教
書
に
や
や
書
き
込
み

が
多
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
書
き

込
み
は
大
半
が
八
雲
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

八
雲
が
セ
ツ
に
こ
れ
ら
の
和
漢
書
を
読
ん
で
も
ら
う
際
に
セ
ツ
が
書
き
込
ん
だ

も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
和
漢
書
の
大
半
が
古
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
以
前
の
所
有
者
に
よ
る
書
き
込
み
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
た
だ
し
、

そ
の
書
き
込
み
を
見
て
セ
ツ
が
八
雲
に
読
み
聞
か
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
軽
く

扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
が
誰
に
よ
る
も
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
少
な
く
と
も
八
雲
の
関
係

者
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
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お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
ヘ
ル
ン
文
庫
の
和
漢
書
の
蔵
書
傾
向
お
よ
び
書
き
込
み
の
有

無
を
調
査
し
た
も
の
を
報
告
し
た
。
蔵
書
傾
向
は
必
ず
し
も
所
蔵
者
の
興
味
・



関
心
を
表
し
て
い
る
と
は
一
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
八
雲
の
場
合
は
、

事
一
貫
の
セ
ツ
が
買
っ
て
き
て
い
る
こ
O
も
の
が
あ
り
、
直
接
八
雲
の
興
味
・
関
心
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
書
き
込
み
も
古
木
の
場
合

は
ほ
と
ん
ど
が
以
前
の
所
有
者
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
セ
ツ

も
八
雲
も
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
深
く
分
析
す
れ
ば
何
ら
か

の
関
係
、
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

八
雲
は
和
漢
書
を
原
典
と
し
て
作
品
を
書
い
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
八
雲
を
研
究
す
る
上
で
、
「
和
漢
書
」
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
論
文
で
の
調
査
は
こ
れ
か
ら
の
八
雲
研
究
の
基
礎
と
な

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

一
二

O
O
八
・
一
一

二
上
下
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
を
一
タ
イ
ト
ル

O
冊
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め
。

例
え
ば
、
含
県
書
太
閤
記
》
は
巻
一
か
ら
巻
四
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
一
タ
イ

ト
ル
四
冊
、
ど
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

三
富
山
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
九
九
・
三
。
以
下
、
『
ヘ
ル
ン
文
庫
目
録
』
と
略

「

H
U
o

-LE
口

四
「
巧

5
2許
可

Z
m」
〈
ホ

1
ム
の
口
同
Hhe--F詳
甘
い
と
君
。
F

B
吾
-zm回目
H
何
百
]
司
¥
〉
(
二

O
一
O
年
三
月
七
日
確
認
)

五
岩
波
書
底
、
一
九
六
コ
了
一
一
r
¥
二
九
七

0
・
九
、
補
訂
版
は
一
九
八
九
・
九

ー
一
九
九

0
・
一
一
)

六
『
へ
ル
ン
文
庫
目
録
』
で
、
二
つ
に
わ
た
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
た
。

七
八
雲
の
仏
教
に
関
す
る
作
品
と
し
て
は
、
「
日
本
の
民
謡
に
現
れ
た
る
仏
教
引
喰
」

(
『
仏
の
畑
の
落
穂
』
)
、
「
仏
教
に
関
す
る
日
本
の
諺
」
(
『
霊
の
日
本
』
)
、
「
仏
教

に
縁
の
あ
る
動
植
物
の
名
」
(
『
日
本
雑
録
』
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
神
道
に
関
し

て
は
、
大
東
俊
一
氏
も
「
ハ

l
ン
と
仏
教
」
(
『
ラ
フ
カ
デ
イ
オ
・
ハ

l
ン
の
思

想
と
文
学
』
彩
流
社
、
二

O
O四
・
九
)
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
『
日
本
一
つ

の
試
論
』
の
多
く
の
章
で
神
道
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

八
関
田
か
お
る
「
坪
内
遺
遥
と
小
泉
八
雲
新
資
料
か
ら
み
て
」
(
「
圏
文
皐
解
釈

と
教
材
の
研
究
」
四
三
巻
八
号
、
一
九
九
八
・
七
)
に
よ
る
と
、
ヘ
ル
ン
文
庫

所
蔵
の
こ
れ
ら
三
冊
は
、
進
遥
が
寄
贈
し
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
進
遥
が

寄
贈
し
た
の
は
、
『
饗
庭
筆
村
校
訂
近
松
浄
瑠
璃
三
種
』
、
『
日
本
演
劇
史
』
、
『
近

松
之
研
究
』
だ
と
い
う
。

九
『
広
辞
苑
第
六
版
』
(
岩
波
書
底
、
二

O
O八
)

一O

ブ
リ
タ
ニ
カ
、
二

O
O七

二
『
近
世
文
学
研
究
事
典
』
(
桜
楓
社
、
一
九
八
六
・
四
)

一
-
一
引
用
は
、
田
部
隆
次
『
小
泉
八
雲
(
第
四
版
)
』
(
北
星
堂
書
底
、
一
九
八

0
・

こ
に
よ
る
。

三
一
八
雲
の
日
本
の
風
俗
や
習
慣
に
つ
い
て
の
作
品
と
し
て
は
、
ご
一
つ
の
珍
し
い

祝
日
」
(
『
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
面
影
』
)
、
「
赤
き
結
婚
」
(
『
東
の
国
か
ら
』
)
、
「
門

つ
け
」
(
『
心
』
)
、
「
人
形
の
墓
」
(
『
仏
の
畑
の
落
穂
』
)
、
「
日
本
の
女
の
名
」
(
『
影
』
)

な
ど
が
あ
る
。

一
四
本
論
文
で
い
う
原
典
タ
イ
ト
ル
数
は
、
八
雲
作
品
の
原
典
と
な
っ
た
本
の
タ
イ

ト
ル
数
を
示
し
、
再
話
作
品
数
は
八
雲
が
再
話
し
た
作
品
数
を
示
す
。
例
え
ば
、

神
道
は
原
典
タ
イ
ト
ル
数
が
一
で
再
話
作
品
数
が
=
一
と
な
る
が
、
こ
れ
は
《
通

俗
仏
教
百
科
全
書
》
と
い
う
一
タ
イ
ト
ル
の
本
か
ら
八
雲
が
「
梅
津
忠
兵
衛
」
、

「
食
人
鬼
」
、
「
閣
魔
の
庁
で
」
と
い
う
三
作
品
を
再
話
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
の
図
表
で
い
う
原
典
タ
イ
ト
ル
率
と
は
、
全
タ
イ
ト

ル
に
占
め
る
原
典
タ
イ
ト
ル
の
割
合
で
あ
る
。

五
図
3
参
照
。

一
六
一
部
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
く
報
告
す
る
。

七
ヘ
ル
ン
文
庫
所
蔵
の
和
漢
書
の
一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
〈
ホ

l
ム
の

d
]
H
F

。
宮
吾
一
¥
¥
丘
O
回
目
HHF
己
ぎ
苫
-Bpm口]唱¥宏司
20¥〉
(
二

O
一
O
年
亡
一
月
八

日
確
認
)

一
八
タ
イ
ト
ル
名
は
一
部
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。
カ
ツ
コ
内
は
書
架
番
号
。
ま
た
、

判
読
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
判
読
し
て
報
告
す
る
。
し
か
し
、

ハU
1
よ



判
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
、
判
読
結
果
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
恩
わ

れ
る
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。
な
お
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
部
分
は
「
H
」
で

表
し
た
。
ま
た
、
「
富
大
比
較
文
学
」
第
一
集
で
報
告
し
た
も
の
を
含
め
た
全
調

査
結
果
を
表
3
の
書
き
込
み
調
査
表
に
ま
と
め
た
。

一
九
全
て
を
挙
げ
る
と
あ
ま
り
に
多
い
の
で
こ
れ
だ
け
に
と
ど
め
た
。
し
か
し
、
「
蚕
」

(
『
霊
の
日
本
』
)
と
「
餓
鬼
」
(
『
骨
董
』
)
で
《
正
法
念
慮
経
》
が
言
及
さ
れ
て

い
た
た
め
、
全
て
を
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
ご
容
赦
願
い
た
い
。

一δ

『
思
い
出
の
記
』
に
「
私
は
古
本
屋
を
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
大
分
探
し
ま
し
た
」

と
童
閏
か
れ
て
い
る
。

付
記

書
き
込
み
調
査
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
特
に
へ
ル
ン
文
庫
の
資
料

の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
富
山
大
学
附
属
中
央
図
書
館
の
職
員
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1
i
 

1
よ
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図 1 日本十進分類による分類
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図 2 時代別分類
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図 4 原典タイトルの時代別分類
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-説話
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図 6 原典タイトノレの種類別分類
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表 2 著書別の再話作品数

再詩作品数 作品数 再話作品の割合

霊の日本 (1899) 3 14 21% 

影 (1900) 6 16 38% 

日本雑録 (1901) 5 16 31% 

骨董 (1902) 5 20 25% 

怪談 (1904) 10 20 50% 

天の河締詩その他 (1905) 3 7 43% 
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図 8 原典タイトルの時代別分類(著書別)
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表 3 書き込み調査表

書架番号 書名 書き込み内容

2072-2075 巽書太閤記 巻 1・巻4 校訂版

2076 源平盛裳記全

2077-2078 南総里見八犬{専 中巻・下巻

2079 東海道中・岐蘇道中・奥羽道中・膝栗

毛全

2080・2081 通俗二園志 上巻ー下巻

2082 柳津・越後・黒田・加賀・伊達騒動賓

記 全

2083 呉越軍談，漢楚軍談

2084-2085 西鶴全集 上巻ー下巻

2086-2087 滑稽名作集 上巻ー下巻

2088-2089 其積自笑傑作集 上巻ー下巻

2090-2091 人情本傑作集 上巻ー下巻

2092-2094 珍本全集上巻-下巻

2095 水幣イ専 下巻 583ページに鉛筆で落書きのようなも

のあり。

2096・2097 四大奇書 上巻・下巻

2098 近松時代浄瑠璃

2099 近松世話浄瑠璃

2100 浄瑠璃名作集

2101 大岡政談

2102 仏教各宗両僧実伝

2103 仇討小説集

2104 馬琴傑作集

2105 侠客伝全集

2106・2107 日本歌謡類緊 上巻ー下巻

2108 落語全集

2109 俗曲大全

2110・2111 今昔物語上ー下 上の 21(0人妻成悪霊除其害陰陽師

語)、 150(0近江国女生霊来京害人語)

ページに付築あり(題名は新漢字に直

した)。
2112幽2114 十司iI抄上、中、下写本

2115-2116 宇治拾遺物語抄 上巻ー下巻 上巻の 80、 82~85 ベ)ジに書き込み
あり。語句の意味など。裏表紙にサイ

ンあり(八雲ではなし、)。

下巻の 1~3、 7、 8、1O~18、 20~25

ページに書き込みあり。
2117・2131 古今著聞集 1-15 
2132“2135 骨董集巻之 1-巻之 4
2136・2137 用捨箱 上ー中

2138-2145 夷堅志和解 1-8
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2146・2153 二園事積除睡紗 1・8 以下の所に付築あり。

1の4、6、7、17ページ。

2の 1、3、6ページ。

4の4、13、14ページ。

5の目次、 7、16ページ。

6の 14ページ。

7の目次。

8の 6、11ページ。
2154-2163 総本馬賓袋 1・9(上ー下) 再板

2164-2169 玉すだれ 1-6 

2170・2177 新著聞集 1-8 

2178・2182 猿著聞集 1-5 1~5 の 1 ページの上部の余白が切り

抜かれている。

2183-2187 想山著聞奇集 1司5

2188 相生玉手箱 1・5 目次の第 8~12 の上部に点(、)あり。
2189-2193 長崎夜話草 1・5

2194司2200 北越雪譜初編上、中、下一編春・
Aζ 

2201-2206 北越奇談 1・6

2207-2211 奇談北園巡杖記 1-5 

2212・2216 近世異説奇聞 1司5

2217-2221 今古奇談翁草 1・5

2222-2227 古今奇談繁野話 1・6

2228・2237 小夜嵐物語 1-10 

2238・2241 遠山奇談 1-4 

2242-2245 遠山奇談後編 1・4

2246-2250 臥遊奇談 1-5 巻 lの絵の人物にひげなどが描かれ

ている。八雲によるものとは考えにく

い。巻4には/レヒヲ1振つであるところ

がある(他よりやや濃く見えるが、他

と同じように元々の可能性あり)。

2251聞2260 木耳雑記 1-10 

2261 宿直草 1冊 5巻

2262-2265 世事百談 1-4 

2266 諸国怪談実記 5 

2267 怪談諸国物語 l冊 5巻

2268・2270 化競丑満鐘 上・下

2271-2275 新累解脱物語 1-5 

2276・2277 富士の人穴物語 上ー下

2278 御伽厚化粧 1冊 5巻

2279-2283 当日奇観 1-5 (席上奇観垣根草) 絵の人物にひげが描かれている。墨で

漢字が書かれている。

2284 怪異前席夜話 1・5(合本)

2285 百物語

円
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2286 新撰百物語 5冊(合本) 絵に色が塗つである。文章や文字およ

び印の書き込みがある。

2287圃2291 百物語評判 1・5 草書による文章の書き込みが見られ

る。

2292 怪化百物語 印や線の書き込みが見られる(汚れか

もしれない)。

2293-2296 近代百物語 1、3・5

2297 太 平百物語前編全 (5巻) 絵の書き込みが見られる。

2298・2300 狂歌百物語上編-下編 狂歌の頭に・やOなどの書き込みあ

り。

2301 怪物与論 5冊(合本) 巻四に余白部分や絵にくずした字の

書き込みあり。

2302幽2304 古今妖魅考 1-3 第1巻の表紙裏に2個のOの書き込み

あり。文中の歌に・の印あり(汚れか

もしれない)。

2305・2306 白石先生鬼神論 上冊ー下冊

2307圃2308 夜窓鬼談 上巻ー下巻 奥付に漢数字やカタカナの書き込み

あり。

2309-2313 列仙全伝 1・5

2314・2318 近世崎人伝 1-5 

2319-2323 続近世崎人伝 1・5

2324-2335 日本百将伝一夕話 1・12 1のはじめにサインあり。筆記体で「τb
my dear Mr. L. Hearn'" Jと読める。

2336・2340 巌流敵討絵本一島英雄記 1-5 (5冊 5

巻 全10巻中)

2341 朝鮮人大行列記全

2342 琉球人大行列記全

2343-2352 沙石集 1之巻・10之巻 2之巻の 6、16ページに付築あり。

2353-2357 新沙石集 1・5

2358 王心抄 見返しに書き込みあり。また、赤で校

正したあとがある。

2359・2372 正法念慮経第 1冊-第 14冊 赤で点(、)や傍線、 Lあり。

2373 諸陀羅尼 文字を赤で訂正している。
2374-2377 各宗必携仏学一書充、利、貞、亨

2378・2380 往生要集上-下

2381・2386 三歳因縁弁疑前編上ー下 後編上司下 後編上の見返し、 7、21ページに書き

込みあり。

後編中の 15ページに書き込みあり。
2387 盆供施餓鬼問弁全

2388・2389 孝子善之丞感得伝 38、 39、 42、 43、 45~47 ページに赤

で書き込みあり。
2390 親驚上人御代記図絵

2391・2396 善悪因果経和談図絵 1・6

2397・2402 金比羅参詣名所図絵 1-6 

2403 大道問答全冊
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2404 神語

2405 神風百日

2406 出雲大社営沿革図弁

2407-2409 梅花心易掌中指南 上ー下

2410 蛍の話

2411 英雄論 遊び紙にサインあり。筆記体で

i Respectfully presented Mr_ Y 

Koizumi by His pupil， R. ••• Jと読め

る。

2412-2413 歌舞音楽略史乾、坤

2414・2419 声由類纂増補宮上、宮下、商、角、

微、 j同

2420-2421 万物紀元古事大全 上ー下

2422-2424 日本大玉篇 上巻ー下巻

2425-2430 群書一覧 1-6 

2431-2433 通俗仏教百科全書 上巻・下巻 上巻の扉の左下に 128、中巻と下巻の

目次のはじめのページの左下にそれ

ぞれ 129、130と書き込んである。

2434 郡名異同一覧

2435 浮世絵展覧会目録

※書架番号および書名は『へノレン文庫目録』によった。

※書き込み内容が空欄のものは書き込み等が見られなかったものである。
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